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（１）調査⽬的
幕別町⺠を対象としたアンケート調査を実施し、買物・通院時の交通⾏動実態や、バスの利⽤状況、

コミュニティバスに対するニーズ等を把握し、コミュニティバスの本格運⾏に向けた基礎資料を得るこ
とを⽬的とする。

（２）調査対象
幕別町に居住している住⺠が対象。調査対象者は無作為抽出により選定（統計的考え⽅に基づき、

2,400世帯を抽出）。調査票は各世帯に3部配布（7,200部配布）。

（３）調査実施⽇
配布⽇：平成24年9⽉7⽇（⾦） 回収期⽇：平成24年9⽉24⽇（⽉）

（４）調査実施⽅法
アンケート調査票を郵送で配布し、返信⽤封筒により郵送回収。

（５）調査内容

調査項目 調査内容

１．個人属性 性別、年齢、職業、住所、自動車免許の有無、等を把握。

２．外出状況 目的別（買物、通院）の外出頻度や利用交通手段等を把握。

３．小中学生の通学手段
（保護者への設問）

通学時の主な交通手段を把握

４．バスの利用状況
普段使うバス、利用頻度、バスを普段使わない理由、今後の利用意向、
バスの必要性等を把握

５．コミュニティバスに
ついて

今後のバスの必要性やコミバスの利用意向・支払い意志額等を把握。

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査 資料２
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【1．個人属性】

▼配布数及び回収率

※調査票は各世帯に3部ずつ配布しているため、回収率については、概数となっている。

【性 別】 【年 齢】 【職 業】 【居住地】

男性
760
47%

女性
854
53%

Ｎ＝1,614

10歳代
45
3%

20歳代
59
4%30歳代

155
9%

40歳代
207
13%

50歳代
236
14%

60歳代
423
26%

70歳以

上
507
31%

Ｎ＝1,632

会社員

公務員
375
23%

自営業
146
9%

パート

アルバ

イト
181
11%

高校生
32
2%

大学生

専門学

校生
5

0.3%

主婦
310
19%

無職

514
32%

その他

55
4%

Ｎ＝1,618

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

・アンケート調査票の回収総数は1,653票（回収率23%）となっている。
・性別では、男⼥の割合が約半数ずつとなっており、年齢では60歳代以上で半数を超えている。
・居住地は札内地区が62%と最も多い。

（６）調査結果

札内
1005
62%

幕別
322
20%

忠類
61
4%

その他

農村部
222
14%

Ｎ＝1,610

配布
世帯数

回収
世帯数

世帯
回収率

配布総数 回収総数 回収率

幕別地区 406 168 41% 1,218 322 26%
札内地区 1560 549 35% 4,680 1,005 21%
忠類地区 151 35 23% 453 61 13%

その他農村部 283 109 39% 849 222 26%
住所不明 - 23 - - 43 -
合　計 2,400 884 37% 7,200 1,653 23%
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・運転免許は79%の⼈が保有しており、⾃動⾞は95%の⼈が保有している。
・将来⾃動⾞運転意向は、75歳〜79歳が最も多い。
・将来⾃動⾞の運転が困難になった後の交通⼿段は「公共交通を利⽤する」が65%で最も多い。

【運転免許の有無】 【自動車の有無】

【将来自動車利用意向年齢】 【将来運転困難時移動手段】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

13%

97%

99%

98%

94%

88%

55%

79%

2%

1%

0.4%

2%

11%

4%

84%

3%

1%

0.5%

6%

11%

34%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代（N=45）

20歳代（N=58）

30歳代（N=155）

40歳代（N=207）

50歳代（N=235）

60歳代（N=419）

70歳以上（N=503）

全体（N=1,622）

持っている 持っていたが今は無い 持ったことが無い

60%

44%

63%

65%

67%

68%

68%

65%

40%

38%

24%

19%

18%

19%

18%

20%

9%

3%

7%

6%

4%

2%

5%

2%

7%

7%

6%

5%

8%

6%

7%

3%

3%

3%

4%

5%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代（N=5）

20歳代（N=55）

30歳代（N=152）

40歳代（N=198）

50歳代（N=215）

60歳代（N=356）

70歳以上（N=262）

全体（N=1,243）

バス等の公共交通を利用する 家族や知合いの送迎

長距離移動の必要のない市街地へ引っ越し 外出を控える

その他

17%

1%

2%

1.0%

1%

1%

2%

4%

4%

4%

1%

3%

14%

12%

10%

15%

8%

9%

20%

23%

32%

25%

27%

7%

22%

17%

12%

18%

14%

27%

36%

24%

25%

4%

7%

6%

9%

12%

35%

15%

17%

2%

1%

2%

14%

4%

50%

48%

35%

30%

18%

13%

16%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代（N=6）

20歳代（N=50）

30歳代（N=136）

40歳代（N=186）

50歳代（N=206）

60歳代（N=337）

70歳以上（N=286）

全体（N=1,207）

～59歳 60～64歳 65歳～69歳頃 70歳～74歳頃
75歳～79歳頃 80歳～84歳頃 85歳以上 分からない

50%

98%

95%

96%

97%

94%

96%

95%

50%

2%

5%

4%

3%

6%

4%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代（N=6）

20歳代（N=56）

30歳代（N=154）

40歳代（N=203）

50歳代（N=221）

60歳代（N=360）

70歳以上（N=275）

全体（N=1,275）

ある ない



4

・買物時に利⽤する交通⼿段は⾃家⽤⾞（運転）が71%で最も多い。
・買物の回数は週に1,2回が49%で最も多く、次いで、週に3,4回となっている。

【買物回数】

ほぼ毎

日
152
11%

週に3.4
回
345
26%

週に1.2
回
652
49%

月に1.2
回
120
9%

年に数

回
13
1%

めった

に行か

ない
58
4%

Ｎ＝1,340

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
【２．交通行動について（買物）】

【買物交通手段】

71%

35%

23%

5%

4%

3%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車（運転）

徒歩・自転車

自家用車（同乗）

路線バス（十勝バス）

タクシー

ＪＲ

その他

町営バス

Ｎ＝1,389



44%

0.4%
10%

48%

88%

2%

71%

0.0% 0.1%

43%

0%

25%
19%

43%

27%

2% 1%

26%

3%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

幕別（N=241） 札内（N=834） 忠類（N=47） その他農村部（N=168）

幕別地区 札内地区 忠類地区 帯広市 その他

12%

43%

31%

4%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

30分未満

30～1時間未満

1時間～1時間30分未満

1時間30分～2時間未満

2時間以上

Ｎ＝1,147

0.1% 0.1% 0.2% 0.4%
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28.1%

12.7%

0.6%

6.2%

9.0%

11.7%
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6.9% 7.4%
5.6%

0.0%

10.0%

20.0%
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台
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台
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台
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台
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時

台
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時

台
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時
台

以
降

N=1,073
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・買物に⾏く曜⽇は、⽇曜⽇や⼟曜⽇の週末に多いのが特徴である。
・買物に⾏く時間帯は、午前では10時台が約3割と最も多く、午後では15時台が多くなっている。
・買物の滞在時間は、30分以上1時間未満が最も多く、買物場所としては、幕別では札内地区・幕別地区、
札内・その他農村部では札内地区、忠類では忠類地区・帯広市が多くなっている。

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

5%

8%

8%

8%

7%

24%

30%

63%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

とくに決まってない

分からない

Ｎ＝1,345

【買物曜日】 【買物時間帯】

【買物滞在時間】
【買物場所】
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幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

18%

15%

7%

5%

38%

33%

・買物に⾏く店舗（全体）は、ダイイチ札内店が最も多く、次いで、ぴあざフクハラ札内店、コープ
さっぽろさつない店、フクハラ幕別店となっている。

38%

33%

18%

15%

7%

5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

ダイイチ札内店

ぴあざフクハラ札内店

コープさっぽろさつない店

フクハラ幕別店

ホーマック

フクハラ若草店

Ｎ＝799

【地区別・買物店舗（全体）】
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幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

・買物に⾏く店舗は、幕別地区はフクハラ幕別店、札内地区はぴあざフクハラ札内店・ダイイチ札内店、
忠類地区はAコープ忠類村ルピナ、その他農村部はダイイチ札内店が最も多くなっている。

【地区別・買物店舗（幕別）】 【地区別・買物店舗（札内）】

57%

16%

15%

8%

6%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

フクハラ幕別店

ダイイチ札内店

ＪＡコープまくべつ店

ホーマック

コープさっぽろさつない店

いちまる

Ｎ＝156

46%

45%

24%

7%

6%

3%

3%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ぴあざフクハラ札内店

ダイイチ札内店

コープさっぽろさつない店

フクハラ若草店

ホーマック

ツタヤ

ツルハ

イオン

イトーヨーカドー

Ｎ＝518

【地区別・買物店舗（忠類）】

41%

31%

17%

10%

7%

7%

0% 20% 40% 60%

Ａコープ忠類村ルピナ

フクハラ幕別店

セイコーマート

いちまる

イオン

ダイイチ札内店

Ｎ＝29

42%

27%

24%

12%

8%

7%

0% 20% 40% 60%

ダイイチ札内店

ぴあざフクハラ札内店

フクハラ幕別店

コープさっぽろさつない店

いちまる

ホーマック

Ｎ＝89

【地区別・買物店舗（その他農村部）
】
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頃
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Ｎ＝937 8

・通院の主な交通⼿段は⾃家⽤⾞（運転）が72%で最も多い。
・通院回数は⽉に1,2回が40%で最も多い。
・通院する曜⽇に⼤きな差は⾒られず、通院時間帯は9時頃が33%で最も多い。

【通院手段】

ほぼ

毎日
6

0.5%

週に

3.4回
21
2%

週に

1.2回
62
5%

月に

1.2回
532
40%

年に

数回
366
28%

めった

に行か

ない
325
25%

Ｎ＝1,312

【通院回数】

7.5%

9%

10%

7%

11%

5%

0.3%

59%

9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

とくに決まってない

分からない

Ｎ＝1,248

【通院曜日】 【通院時間帯】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
【３．交通行動について（通院）】

72%

21%

12%

8%

6%

3%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車（運転）

自家用車（同乗）

徒歩・自転車

路線バス（十勝バス）

タクシー

ＪＲ

その他

町営バス

Ｎ＝1,326
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9%

30%

2%

64%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

幕別地区

札内地区

忠類地区

帯広市

その他

Ｎ＝1,180

・通院時の滞在時間は1時間以上2時間未満が46%で最も多い。
・通院する地域は帯広市が64%で最も多く、通院施設は帯広厚⽣病院が21%で最も多い。

【通院滞在時間】 【通院場所】

2%

12%

46%

25%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

30分未満

30～1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間以上

Ｎ＝955

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
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幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

＋

13%

11%

8% 6%6%

21%

・通院施設（全体）については、帯広厚⽣病院が最も多く、次いで、帯広協会病院など、帯広市の病院が
多くなっている。

21%

13%

11%

8%

6%

6%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

帯広厚生病院

帯広協会病院

札内北クリニック

木村医院

景山医院

北斗病院

Ｎ＝756

【地区別・通院施設（全体）】
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・地区別に通院する施設を⾒ると、幕別・札内・その他農村部においては帯広厚⽣病院が最も多く、
忠類地区においては、忠類診療所が最も多い。

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

【地区別・通院施設（幕別）】 【地区別・通院施設（札内）】

23%

17%

13%

9%

7%

5%

0% 10% 20% 30%

帯広厚生病院

景山医院

緑町クリニック

北斗病院

帯広協会病院

十勝の杜病院

Ｎ＝149

19%

17%

16%

12%

5%

4%

0% 10% 20%

帯広厚生病院

帯広協会病院

札内北クリニック

木村医院

十勝の杜病院

北斗病院

Ｎ＝456

【地区別・通院施設（忠類）】

22%

19%

9%

9%

9%

6%

0% 10% 20% 30%

忠類診療所

帯広厚生病院

森クリニック

大庭医院

北斗病院

大樹町立国民健康保険病院

Ｎ＝32

【地区別・通院施設（その他農村部）】

22%

17%

11%

8%

5%

5%

0% 10% 20% 30%

帯広厚生病院

景山医院

帯広協会病院

北斗病院

十勝の杜病院

木村医院

Ｎ＝112



72%

90%

86%

38%

11%

3%

14%

57%

17%

7%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幕別（N=18）

札内（N=132）

忠類（N=7）

その他農村部（N=21）

徒歩・自転車 スクールバス 自家用車による送迎 その他
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・地区別の通学⼿段は、幕別・札内・忠類においては徒歩・⾃転⾞が最も多かったが、その他農村部は
スクールバスが57%と最も多い。

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
【４．交通行動について（通学）】

【地区別・通学手段】
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・普段のバスの利⽤状況は、「バスはあまり使わない」という⽅が82%で最も多い。
・バスを利⽤している⽅の利⽤頻度は、年に数回が39%で最も多く、次いで、⽉に1,2回が34%であった。
・利⽤⽬的は通院・治療が47%で最も多い。

路線

バス
217
17%

町営

バス
8
1%

バスは

あまり

使わな

い
1,032
82%

Ｎ＝1,257

【主に使うバス】

ほぼ

毎日
10
5%

週に

3.4回
6
3%
週に

1.2回
22
10%

月に

1.2回
75
34%

年に

数回
85
39%

天気が

悪いと

きのみ
7
3%

冬期

のみ
5
2%

その他
9
4%

Ｎ＝219

【バス利用頻度】

通勤・

通学
29
13%

通院・

治療
103
47%

買物・

飲食

等
54
25%

会合

趣味

活動
26
12%

その

他
7
3%

Ｎ＝219

【バスの利用目的】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
【５．バス利用状況について】
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・バスをあまり使わない理由は、「他の交通⼿段の⽅が便利」が79%で最も多い。また、
「バスの便数が少ない」、「⾃宅からバス停が遠い」、「乗りたい時間にバスがない」等も⾒られた。

・バスを使わない理由が解消された場合の利⽤意向は、約7割がバスの利⽤意向を⽰している。
・バスの今後の必要性は、どちらかといえば必要と思っている⼈を含め必要と思っている⼈が約7割で
あった。

【バス利用意向】

【バスの必要性】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

【バスを利用しない理由】

79%
20%

17%
17%
15%
14%
13%

7%
6%
4%
4%
4%
2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

他の交通手段の方が便利

バスの便数が少ない

自宅からバス停が遠い

乗りたい時間にバスが無い

行きたい場所に行かない

運賃が高い

路線やダイヤが分かりにくい

乗車時間が長い

バスの待ち時間が長い

ＪＲ等の他交通機関との乗継が不便

バス待合所が不便

その他

バス車両の乗り降りがしづらい

Ｎ＝1,032

バスを

主な交

通手段

にする
140
16%

利用し

ない
283
31%

Ｎ＝903

たまにバス
を利用する

480
53%

必要
414
32%

あまり

必要な

い
202
16%

必要な

い
84
6%

わから

ない
171
13%

Ｎ＝1,296

どちらかと言
えば必要

425
33%
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・コミバスの認知度については、「知っているが乗ったことはない」という⽅が77%で最も多い。
・コミバスに乗ったことがある⽅の本格運⾏希望は、90%の⽅が「本格運⾏してほしい」という希望が
あった。

・コミバスが本格運⾏した場合に⽀払ってもよいと思う料⾦は、100円が36%で最も多く、次いで、
200円が26％となっている。

知ってい

るし、

乗ったこ

とがある

55
3%

知ってい

るが、

乗ったこ

とはない
1,175
77%

知らない
301
20%

Ｎ＝1,531

【コミバスを知っているか】

本格運

行して

ほしい

37
90%

本格運

行は望

まない
4

10%

Ｎ＝41

【コミバス本格運行してほしいか】

無料が

良い
276
20%

１００円
484
36%

１５０円
99
7%

２００円
351
26%

２５０円
19
1%

３００円
104
8%

その他

25
2%

Ｎ＝1,358

【コミバス料金】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
【６．コミュニティバスについて】
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・コミバスを利⽤して⾏きたいと思う施設は、「ダイイチ札内店」「役場札内⽀所・札内福祉センター」
「ぴあざ札内店」が50%以上と多くなっている。

【コミバスで利用したい施設】

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査
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52%50%

40%39%
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幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

①⾃動⾞依存割合が⾼い
・全体の79%が⾃動⾞免許を保有しており、そのうち95%が⾃動⾞を保有している。また、買物や
通院時の交通⼿段は⾃家⽤⾞での移動が最も多く、⾃動⾞依存割合が⾼い。また、⾃動⾞運転意向は
75〜79歳頃までが最も多く、⾃動⾞の運転をやめた後はバス等の公共交通を利⽤する意向が⾼い。

②買い物は札内地区、通院は帯広市への移動が多い
買物場所は、札内地区（ダイイチ・ぴあざフクハラ）が多くなっており、通院場所は帯広市（帯広厚⽣
病院）が多い。

③厳しいバスの利⽤状況
・普段よく利⽤するバスについて、バスを利⽤する⼈は全体の18%しかいなく、その頻度も⽉に1,2回〜年
に数回となっており、バスがあまり利⽤されていない状況となっている。

・バスを利⽤しない理由としては、「他の交通⼿段の⽅が便利」という意⾒が最も多く、その他、「バスの
便数が少ない」、「⾃宅からバス停が遠い」、「乗りたい時間にバスがない」等も⾒られた。

・バスを利⽤しない理由が解消された場合、約7割がバスの利⽤意向を⽰していた。

④バスの必要性
・バス利⽤が少ない状況であるが、今後のバスの必要性については、約7割が必要という回答であった。

⑤コミュニティバスの認知度は⾼いが利⽤は少ない
・コミバスは認知度は80%であったが、利⽤したことがあるのは3%であった。また、コミバスを利⽤した
⽅の本格運⾏希望は90%が本格運⾏してほしいという希望があった。

・コミバス本格運⾏時に⽀払ってもよいと思う料⾦は、100円が最も多く、無料よりも多かった。

（７）調査まとめ



18

幕別町のバス交通等に関するアンケート調査

①幕別本町⇔札内、幕別町⇔帯広を意識した乗り継ぎ利便性向上、及びフィーダー交通の利便性向上
・買い物は札内地区、通院は帯広市が多くなっているため、JR・幹線バスとの乗り継ぎを意識し、幕別本町
⇔札内間・幕別町⇔帯広市間の利便性向上に向けた、乗り継ぎ情報の提供等（交通結節点への案内情報板
の設置等）を⾏い、フィーダー交通の利便性向上を図ることが重要である。

②⽣活⾏動実態（買物・通院）に合わせたコミュニティバス運⾏計画の⾒直し
・住⺠の⽣活⾏動実態を考慮し、交通実態（需要）に合わせた効果的な運⾏計画を⽴案することが重要であ
る。

③バスの利⽤促進による利⽤者の下げ⽌まり
・バスの利⽤状況は厳しくなっていることから、利⽤者の下げ⽌まりに向けて、分かりやすいバスマップや
時刻表の作成、モビリティ・マネジメントの実施等によるバスの利⽤促進を図ることが重要である。

（８）バス運⾏の改善に向けた検討課題の整理


